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ピクテ・ジャパン株式会社

シリコンバレー銀行（SVB）の破綻以降、一時的に動揺した米国の金融市場だが、落ち着きを取り戻した感がある。もっとも、商業

銀行からの預金流出が続いており、信用収縮による景気への影響を懸念する声は少なくない。ただし、リーマンショック期と比べ、

米国の銀行システムには大きな違いがある。それは、手厚い現金を保有し、預金引き出しに耐え得る体質になったことだ。

実は耐久力の強い米国の銀行システム
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当局の対応：
迅速だが米国の預金流出は止まっていない

期間：1980年～2023年3月29日
出所：FRBのデータよりピクテ・ジャパンが作成

カリフォルニア州当局がSVBの破綻を宣言したのは3月10日

だが、3月は米国の商業銀行から3,844億ドルの預金が流出

した（図表1）。このうち、小規模銀行が2,457億ドルに達して

いる。一方、MMFには3,044億ドルが流入し、金の価格は

1oz＝2千ドルの大台を超えた。預金者の一部が銀行の破

綻リスクを懸念して、資金のシフトを図っているのだろう。

図表2：米国・商業銀行の保有する国債・機関債及び現金

リーマンショック期との違い：
米国の商業銀行は潤沢な現金を保有

SVBのケースは、同行が国債投資に関する巨額の含み損を

発表、預金の引き出しが起こったことで、現金化のため損失

を実現させて国債を売らざるを得なくなたことが理由だった。

また、クレディ・スイスも、自己資本比率はスイス政府が設け

た基準を大幅に上回っていたものの、急速な預金の流出が

経営危機のダメ押しだったと言えるだろう。

1927年、衆議院予算委員会における片岡直温蔵相の失言

で始まった昭和金融恐慌の際には、片岡の後任となった高

橋是清蔵相と井上準之助日銀総裁が協力し、銀行の店頭

に片面しか印刷していない200円紙幣を積み上げることで、

預金者の不安を緩和して取り付けを抑え込んだ。現代は

SNSで情報が拡散、ネットバンキングにより預金を引き出せる

ため、店頭の見せ金で預金者の懸念を緩和することは不可

能だ。米国及びスイス政府が極めて迅速に対応したのは、

早期に不安の増幅を抑え込むことを重視した結果だろう。そ

れは、一定の成果を挙げている。もっとも、これまでのところ、

米国における預金の流出を止めるには至っていない。

図表1：米国・商業銀行の預金残高とMMF純資産の増減

期間：2023年1月～2023年3月29日
出所：FRB、米国投信協会のデータよりピクテ・ジャパンが作成

もちろん、それはマクロベースの数字であり、ベンチャー向け

融資と国債投資に特化していたSVBのように、個別行に問

題が生じるケースは今後も起こり得る。結果として取り付けが

広がるリスクには引き続き警戒が必要だ。

ただし、米国の銀行システムには預金引き出しに耐え得る十

分な余裕がある。従って、時間分散に配慮しつつ、冷静に次

の投資のチャンスを探るべきなのではないか。

金融システムへの不安による預金の流出は、さらなる金融

不安の要因となり得る。この連鎖が金融危機であり、信用収

縮が経済を失速させかねない。日本の金融システムは相対

的に健全と言えるが、米国発の信用収縮による実体経済の

急激な悪化はリーマンショックで経験済みだ。

もっとも、米国の商業銀行にはリーマンショック期との大きな

違いがある。それは、預貸率に他ならない。リーマンショック

期に突入しつつあった2008年5月、商業銀行の預貸率は

106.1％へと上昇しており、預金の流出に対して資産を圧縮

せざるを得ない状態だった。一方、3月29日の時点で、預金

残高が15兆9,520億ドルであるのに対し、融資・リース残高

は11兆283億ドルだ。つまり、預貸率は69.1％である。また、

保有する現金は預金残高の12.9％に相当する2兆316億ド

ルに達している（図表2）。これは、過去4週間の預金流出額

の5.3倍に相当する規模であり、米国の商業銀行は、預金者

の不安に十分耐え得る現金を持ってると言えるだろう。
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